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採
択
さ
れ
た
事
業
名
は
「
大

人
も
子
供
も
学
ん
で
楽
し
い
！

三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
～
体
験
と
学
び
に
よ
る

中
山
間
地
域
の
新
し
い
価
値
づ

く
り
～
」。
テ
ー
マ
は
「
中
山
間

地
域
を
担
う
生
業
づ
く
り
」。 

 

初
年
度
は
三
段
峡
ホ
テ
ル
向

か
い
側
に
あ
る
同
ホ
テ
ル
の
売

店
を
改
装
し
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
。
人
材
育
成

事
業
の
拠
点
に
す
る
と
と
も
に

博
物
館
展
示
や
ツ
ア
ー
案
内
、

探
勝
路
清
掃
の
紹
介
な
ど
、
こ

れ
ま
で
手
薄
だ
っ
た
一
般
観
光

客
へ
の
情
報
発
信
機
能
を
充
実

さ
せ
る
。 

 

二
年
目
以
降
は
三
段
峡
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
販
売
や
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
設
置
な
ど
の
実
証
事
業
を 

  

淡
水
ガ
モ
の
仲
間
で
、
県
内

で
は
冬
鳥
と
し
て
山
間
部
の
渓

流
や
ダ
ム
湖
な
ど
に
や
っ
て
来

て
越
冬
す
る
。
数
は
少
な
い
が
、

安
芸
太
田
町
や
北
広
島
町
な
ど

で
繁
殖
し
て
い
る
。
峡
内 

の
上
餅
ノ
木
口―

三
ツ
滝 

間
に
は
景
勝
「
鴛
鴦
淵
」
が
あ

る
。
カ
モ
の
仲
間
で
は
小
型
で
、

大
き
さ
は
カ
ラ
ス
く
ら
い
。 

 

仲
睦
ま
じ
い
夫
婦
を
「
お
し

ど
り
夫
婦
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は 

    

進
め
、
将
来
の
事
業
拡
大
を
め 

ざ
す
。
事
業
期
間
は
三
年
間
で
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
や
講
座
開

催
、
自
然
体
験
学
習
事
業
な
ど

を
含
め
助
成
総
額
は
一
〇
五
〇

万
円
。
町
へ
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
派
遣
を
要
請
す
る
。 

 

実
施
団
体
を
選
定
す
る
審
査

員
か
ら
は
「
丁
寧
に
実
績
を
積 

            

見
た
目
。
派
手
な
衣
装
の
オ
ス

と
地
味
な
メ
ス
と
の
違
い
が
は 

っ
き
り
分
か
り
、
仲
良
さ
そ
う

に
寄
り
添
っ
て
い
る
の
を
見
て

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ 

  

ろ
う
。
他
の
カ
モ
類
と
同
様
、 

越
冬
地
で
つ
が
い
に
な
り
、
毎 

年
お
相
手
が
変
わ
る
。 

 

大
径
木
の
樹
洞
に
産
卵
す

る
。
三
段
峡
で
巣
は
見
つ
か
っ 

み
上
げ
て
い
る
。
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
も
収
入
面
、
支

出
面
を
含
め
、
十
分
に
整
理
さ 

れ
て
お
り
、
実
現
可
能
性
も
高

い
と
考
え
ら
れ
る
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
評
価
す
る
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
新
た
な

挑
戦
と
な
る
物
販
や
カ
フ
ェ
事

業
に
対
し
て
は
「
位
置
づ
け
が

弱
く
、
よ
り
具
体
的
な
計
画
が

必
要
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。 

 

申
請
は
不
採
択
に
な
っ
た
昨

年
に
続
き
二
度
目
。
本
宮
炎
理

事
長
は
「
申
請
書
の
文
面
だ
け

で
な
く
、
今
ま
で
の
実
績
が
評

価
さ
れ
た
と
感
じ
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
の
お
陰
。
大
き
な
目
標

だ
っ
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

実
現
が
楽
し
み
」
と
期
待
を
膨

ら
ま
す
。
事
業
計
画
は
さ
ら
に

精
査
し
た
上
、
五
月
を
め
ど
に

資
金
提
供
契
約
を
締
結
し
、
事

業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 
 て

い
な
い
が
、
大
径
木
に
不
足

は
な
い
。
巣
箱
を
掛
け
る
と
利 

用
す
る
。
ヒ
ナ
は
高
い
巣
穴
か

ら
飛
び
降
り
、
母
鳥
に
連
れ
ら

れ
て
移
動
す
る
。
二
〇
二
〇
年 

  

に
は
柴
木
ダ
ム
で
親
子
の
姿
が 

確
認
さ
れ
た
。 

 

日
中
は
ダ
ム
や
河
畔
な
ど
で

休
息
し
、
夕
方
に
な
る
と
ド
ン

グ
リ
を
採
餌
す
る
。
二
〇
年
は 

 

    

「
広
島
大
学
地
域
の
元
気
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
発

表
会
が
三
月
二
十
二
日
、
同
大

ミ
ラ
イ
ク
リ
エ
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
で
開
か
れ
、
広
大
さ
ん
け
ん

部
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

統
合
生
命
科
学
研
究
科
中
坪

研
究
室
が
中
心
に
な
り
、
三
段

峡
交
流
館
で
博
物
館
展
示
を
す

る
「
三
段
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構 

            

凶
作
で
メ
ス
の
栄
養
状
態
が
悪 

か
っ
た
の
か
、
二
一
年
に
は
柴

木
ダ
ム
で
ヒ
ナ
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
抱
卵
、
育
雛
の
時
期

に
な
る
と
「
婚
姻
関
係
」
が
解 

 

消
さ
れ
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
に
な
る
。
オ
ス
は 

オ
ス
だ
け
で
群
れ
に
な
っ
て
生

活
し
、
子
育
て
は
メ
ス
に
任
せ

て
し
ま
う
。
と
て
も
「
お
し
ど

り
夫
婦
」
と
呼
べ
る
間
柄
で
は

な
い
。 

 
 

（
上
野
吉
雄
） 

          
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

   

想
」
に
取
り
組
ん
だ
。
発
表
し
た

宮
田
優
大
君
は
「
資
金
集
め
や

理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な 

    

保
護
者
同
士
の
関
わ
り
を
中

心
に
組
み
立
て
た
四
回
目
の
自

然
遊
び
縁
を
三
月
二
十
七
日
、

「
縁
結
び
会
」
と
し
て
旧
津
浪

小
学
校
で
開
い
た
。
町
内
の
四

家
族
九
人
と
町
外
の
一
家
族
三

人
、
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
二
人
が

参
加
。
お
む
す
び
を
握
っ
た
り
、

ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
し
て 

     

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
た
め
の
会
議
が
三
月
二
日
、

町
内
の
観
光
事
業
者
や
産
業
観

光
課
、
生
涯
学
習
課
、
さ
ん
け
ん

か
ら
は
本
宮
炎
理
事
長
と
小
林 

     

安
芸
太
田
町
小
板
の
見
浦
牧

場
内
に
あ
る
ヤ
マ
セ
ミ
の
巣
穴

を
さ
ん
け
ん
会
員
の
上
野
吉
雄

さ
ん
ら
が
視
察
し
、
現
場
を
管

理
す
る
小
板
ま
き
ば
の
里
キ
ャ

ン
プ
場
の
西
田
幸
雄
さ
ん
と
保 

        
 

本
文 

２
２
０
文
字 

   

ど
、
社
会
活
動
の
難
し
さ
を
知

る
機
会
に
も
な
っ
た
」
と
参
加

の
意
義
を
語
っ
た
。
同
部
の
活

動
成
果
は
今
後
、
休
眠
預
金
等

活
用
事
業
で
の
博
物
館
展
示
事

業
へ
引
き
継
が
れ
る
。 

   

楽
し
ん
だ
。 

当
初
、
雪
遊
び
を
計
画
し
て

い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な

り
、
規
制
解
除
後
に
広
報
し
て

開
催
し
た
。
四
回
参
加
の
子
供

達
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
町

外
参
加
の
山
根
の
ぞ
み
さ
ん
は

「
安
芸
太
田
の
自
然
の
中
で
遊

ぶ
の
が
好
き
」
と
話
し
て
い
た
。 

 久
哉
副
理
事
長
が
出
席
し
て
開

か
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
四
季
に
合
わ
せ
た
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
作
成
。
佐
々
木
浩
吉

企
画
課
係
長
（
当
時
）
は
「
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
認
定
を

め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

 

全
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

作
業
と
産
卵
と
の
時
期
を
ず
ら

す
な
ど
の
配
慮
を
依
頼
。
西
田

さ
ん
は
「
将
来
的
に
は
作
業
に

影
響
が
な
い
場
所
で
、
巣
穴
に

な
る
崖
を
整
備
す
る
な
ど
保
全

に
協
力
」
と
述
べ
た
。
さ
ん
け
ん

は
三
段
峡
で
人
工
巣
穴
に
よ
る

保
全
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

全
確
認
が
あ
る
が
、
昨
年
来
か

ら
の
通
行
止
め
区
間
は
解
除
さ

れ
そ
う
に
は
な
い
。
微
妙
な
色

合
い
の
芽
吹
き
や
光
る
新
緑
が

待
っ
て
い
る
の
に
残
念
だ
。 

    

▼
望
め
ぬ
解
除 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

寒
の
戻
り
で
山
野
草
の
開
花

は
緩
や
か
に
始
ま
っ
た
。
三
月

末
の
探
勝
路
清
掃
は
残
雪
も
な 

  

一口メモ 

く
、
一
部
に
は
倒
木
や
落
石
に

よ
る
損
傷
は
あ
っ
た
も
の
の
、

例
年
に
比
べ
荒
れ
は
少
な
く
て

作
業
は
順
調
だ
っ
た
。 

四
月
半
ば
に
行
政
に
よ
る
安

１ 

 
 

    

オ シ ド リ 

｢仲睦まじい夫婦｣？ 
 

鳥 三段峡の たち 

⑤ 

抱
卵
、
子
育
て 

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
任
せ 

 10 年以上取引がない預金を民間公益団体の事業に活用する「中

国５県休眠預金等活用事業 2021」の公募結果が３月 31 日に公開

され、さんけんが実施団体に内定した。助成総額は 1,050万円。正

面口の売店改装、博物館展示、飲食提供実証事業などを実施する。 

 

 

 

事業内容と予算（概算・万円） 
１）正面口の売店改装事業 600 

２）博物館展示事業    200 

３）飲食提供実証事業    70 

４）三段峡ボランティア事業 40 

５）講座開催事業      30 

６）自然体験学習事業    30 

７）商品販売事業      30 

８）事業評価費       50 

 

 

 

博
物
館
展
示
・
飲
食
提
供
実
証
事
業
な
ど 

助
成
総
額
は
一
〇
五
〇
万
円 

広
島
大
地
域
の
元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会 

「
三
段
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
活
動
報
告 

保
護
者
の｢

縁
結
び｣

中
心
に
企
画 

四
回
参
加
者
に
皆
勤
賞
の
記
念
品 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
会
議 

モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
成 

ヤ
マ
セ
ミ
の
巣
穴
視
察 

保
全
へ
協
力
得
る 

念願のビジターセンター実現へ 

「休眠預金活用事業」実施団体に内定 

自
然
遊
び
縁 

広大さんけん部の活動が報告された

応援プロジェクト成果発表会 


